
日本天文学会2013年春季年会

S11a LINER中心核の間接的UV光度評価
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Low-Ionization Nuclear Emission-line Regions (LINERs) とは銀河中心のスペクトルに以下のような特徴をも
つ銀河のことである。(1) 星形成銀河よりも低階電離禁制線の強度が相対的に強い。(2) セイファート銀河よりも
高階電離輝線の強度が相対的に弱い。近傍銀河の約 1/4が LINERに分類され、その電離源としてはAGN、高温
度星、衝撃波などが提案されている。LINERのなかには水素の許容線に幅の広い成分があるものや、X線や電
波で点源が検出されているものがあり、少なくとも、そのような天体の中心には AGNが存在していると考えら
れている。LINERのUV光度はクエーサーの Spectral Energy Distribution（SED）に比べて相対的に暗いとい
う観測結果から、高光度 AGNと低光度 AGNで降着円盤の構造が異なるのではないかという研究が進んだ。し
かし、その後、高光度AGNと低光度AGNの SEDに大きな違いは見られないという報告もなされている。鍵と
なるのはUV光度であるが、過去の研究では主に直接観測に基づいてUV光度が求められていた。しかしUV領
域は星間吸収を受けやすいので、精度良く光度を推定することが困難であった。そこで我々は 21個の LINERに
ついてHαと [NII]λ6583の輝線イメージを取得し、輝線比がAGN的である輝線放射領域のHα強度から中心核
UV光度を求めた。その結果、高光度AGNの SEDと良く一致するものもあれば、２桁以上も大きな光度を示す
天体もあった。後者は高温度星や衝撃波などAGN以外の励起源の寄与が考えられる。本研究では LINERのUV
光度が高光度AGNよりも相対的に暗いという明らかな証拠は得られなかった。


